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論 文 審 査 の ステム論による新たな分析の方法の優位性を示したこと、(2)産地内に複数存在している仲介者
が、競争の抑制 と促進の役割を相互補完的に担っていることの発見、(3)他者 との競争のなかで、
結 果 の 要 旨 自身の生産物に対する顧客の評価を高めるための農業生産者の取り組みが、産業としての自立に必
要であることの発見、(4)自然環境に影響を受けるとい うリスクを農業生産者だけのリスクとし
お よ び そ の ない仕組みが必要であることの発見である。このよ うな農業産地に対する研究は、先例がなく、本
研究のユニークな点である。
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本論 文を構成 す る原著論文 は、以下 の通 りである。
1.西田郁子(2015)「事業 システムの革新 と農 業産地 の持続可能性一静 岡の茶産業の事例 を中心 とし
て一 」『東Asia企業経 営研 究』第9号,3-78頁.(第2,3,4章)
2.西田郁子(2016)「地域産業 にお け る取 引制度 の分析」『企 業経営研究』第19号,47-60頁.(第1,4章
)
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(論文題目)
事業システムとしての農業産地の分析
(最終試験の結果の要旨)
西田郁子氏の課程博士学位請求論文にかかる最終試験は、平成30年1月30日(火)17時より約1
時間にわたって、3号館(経済学部棟)1階大学院第2教 室において、公開で実施された。最初に約20
分間、西田郁子氏より論文内容について説明が行われた後1審 査委員が講評を行い、質疑応答が行わ
れた。審査委員からの講評及び質疑応答の主な内容は、以下の通りである。
(1)これまで公開セミナーなどで指摘された事項については適切に反映されており、論文の趣旨は
明確になった。論文内容の報告およびその回答は適切である。
(2)ウメと茶の産地では、規模の差が大きいのではないか。その場合に比較が可能か?静岡と三重
では大きな差がないのではないか?
(3)「主業農家率」は生産性の尺度となりうるか?(公 開セミナーでも指摘)
(4)仲買人間に共倒れにならないための不文律は存在 しないか?
(5)理論的インプリケーションについて、メーカー間の関係 とメーカーと生産者の関係の両方が入
ることが重要であり、陶磁器産地の分析では含まれていないメーカー間の調整が入っていることが理
論的貢献ではないか?
(6)仲介者の役割について、とくに仲買人間の関係について、流通論ですでにいわれていることで
はないか?この点は学術的貢献となりうるか?
(3)については、西田氏より、公開セミナー後、他の指標による分析を試みた(ｐ.24の脚注)と
の回答があった。審査委員一同の協議の結果、以下の3点 について、西田氏に加筆修正を求めること
とした。①流通論における仲介者の役割を再度確認し、インプリケーションの表現を見直すこと、②
産地間の規模の違いについて触れること、③理論的インプリケーションにおいて、メーカー間の関係
を強調すること。西田郁子氏は、2月13日(月)までに改訂した論文を作成 し、それを審査委員全員
に提出することを約束した。審査委員一同は、期限内に改訂論文を受け取り、これを確認 した。
以上の質疑応答を踏まえ1西 田郁子氏は、経済理論の十分な理解を保有し、農業産地に関する豊富
な知識、データ収集と実証分析の遂行に関する高い能力を有しており、今後の農業政策の改革と産地
振興に非常に有益な意義を持つ新たな知見を提供している。審査委員一同は、課程博士学位請求論文
は博士(経済学)の学位に値する論文であり、西田郁子氏が研究者として自立して研究活動を行 うに必 、
要な高度の研究能力を十分に有していると判断して、最終試験の結果を合格 とした。
(平成30年1月30日 実施)
(名古屋市立大学大学院経済学研究科)
